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三 八 地 協  第 2 号 

4月29日（土）10時から長者まつりんぐ広場にお

いて、第88回メーデー三八地域祭典が開催されまし

た。当日の朝は天気でしたが、雲行きがだんだんと

悪くなり、開催時刻には大雨で、来賓も参加者も雨

に打たれてのメーデーとなってしまいました。 

通常三八地協は5/1の開催ですが、今年は八戸市

政８８周年記念式典と重なり、会場の手配がつかず

に4/29となりました。また当日は寒く、参加者には

ご迷惑をおかけしましたが、来賓を含めまして870

名のたくさんの方々が集まりました。たくさんの参

加、そしてお手伝いをしていただいた方々に   

感謝します。ありがとうございました。 

 

 

 

 

メーデーの始まりメーデーは１８８６年５月１日に米

国   国の労働者が８時間労働日を求めてゼネストに起き上

が ったのを起源とします。当時、米国の労働者は低賃金と長

時間労働に苦しめられ、労働時間の短縮は切実な要求でした。

第１回国際メーデーは１８９０年にスタートしました。日本で

は、１９２０年５月２日に第１回メーデーが東京・上野公園で

開かれました。しかし治安維持法の下で労働運動は弾圧され、

日本が次第に戦争へとのめり込む中で、１９３６年に起きた

「２.２６事件」を契機にメーデーは禁止されました。第２次世

界大戦後、メーデーは労働組合の復活とともに再び開かれ、我

が国の労働者の地位や労働条件の向上、権利拡大をはじめ、人

権・労働基本権の確率、民主主義の発展、恒久平和の希求に深

く貢献し、その役割を果たしています。 

 

 

プラカード・ゼッケン等審査

の最優秀賞は南部バス労働組合

が受賞し、優秀賞は、オールユ

ニバース、大平洋金属、太平洋

エネルギーセンター、NTT、市

職、電力、火力、JR東、三八

五、合同酒精、北日本造船、

JP、全水道、三八五ロジ、八

戸急行、コープケミカル、八戸

通運、三菱製紙、東北労金、三

八五交通の20単組となりまし

た。   

   

   

   

   

プログラム広告収入23単組、

6企業、3事業団体、経営者連

盟様よりいただいた賛助金は

235,000円となりました。ま

た、4/22に青年幹事会で行い

ましたメーデー告知街宣募金

と、当日全水道八戸（労）のご

協力で行いました会場に於いて

の募金は、19,417円となり、

「連合愛のカンパ」へ。また青

年・女性委員会における売店収

入は39,824円となりました。 

 

集まりましたお金は、経費を除

き、「八戸市福祉協議会」と、

「八戸市復興支援」へ寄贈いた

します。 

売店用のスコーン作り、当日は

早くからコーヒー作りと青年女

性委員会 

が主導となって頑張ってもらい

ました。雨の中でしたが大変お

疲れ様でした。 

ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合2017春季生活闘争について 

 

 

要求金額 

（円） 

加重 単純 
要求書 

提出組合 

7,683 8,629 
95

（51.91％） 

妥結金額 

（円） 

加重 単純 妥結組合 

5,296 4,960 
64

（34.97％） 

前年比（円） +415 +795  

短時間（非正規） 要求33.5円 妥結16.9円 

 

 

要求金額 

（円） 

加重 単純 
要求書 

提出組合 

7,879 8,199 
58

（61.05％） 

妥結金額 

（円） 

加重 単純 妥結組合 

4,757 5,219 
42

（44.21％） 

前年比（円） +864 +773  

短時間（非正規） 要求34.3円 妥結17.5円 

 

 

 

連合青森 2017/05/11現在 三八地協2017/05/12現在 

今期闘争では、「底上げ春闘2年目」とし

て、月例賃金の引き上げにこだわり、賃上げ

の流れを継続させることを主張してきた。経

営側は、世界的な政治・経済の不透明感がも

たらす先行き懸念や3年連続の賃上げによる

賃金水準の上昇、物価水準などを理由に、賃

上げに対しては最後まで慎重かつ厳しい態度

を取り交渉は難航している。しかし組合は、

「経済の自律的成長」実現に向けた労使の社

会的責任や人への投資が企業の存続と成長に

寄与することを訴え、賃金の引き上げを求

め、交渉を行っていく必要があるとし、下記

に設定した内容で回答の引き出しに向け更に

取り組むこととした。 

三八地協のこれまでの活動について 

 

集会 

①三八地協総決起集会/2/22参加者196名 

②元気派宣言の集い3/22参加者２９名 

③官公労組討論集会3/24参加者20名 

④青年・女性討論集会3/29参加者51名 

会議 

①闘争委員会1/31②地場労組対策委員会

2/28 

③闘争委員会3/13④場労組対策委員会4/4⑤

闘争委員会4/10⑥闘争委員会5/15 

今後の予定 

①闘争委員会7/26 

②地場労組対策委員会8/24 

 

連合青森今後の予定 

①第２回地場労組対策委員会5/22 

②第３回非正規共闘連絡会議6/19 

③第５回戦術会議7/10 

④第５回闘争委員会7/14 

 

 

 

 

 

 

 
歯止め水準① 賃金カ－ブ維持分＋賃上げ分② 賃金

カーブの算定が困難な組合は、「額4,400円」＋賃

上げ分③ 賃金カーブ維持分が4,400円に満たない

組合は、賃上げ分を上乗せした妥結④ 非正規労働者

の処遇改善、労働時間短縮、職場における男女平等、

WLB、雇用安定の取り組み強化 

 


